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 ミトコンドリア呼吸系による細胞呼吸はプロトンポンプ機能をもつ４種類の膜蛋白質複合体

によって駆動されている。細胞呼吸は生命の維持に最も重要な生理過程であるため、古くから多

種多様の研究がなされている。X 線構造を高分解能で解明することなしに、これらの膜蛋白質

複合体の機能の本質を理解することは不可能であることは明らかである。しかし、このように巨

大な膜蛋白質複合体の結晶化にはどれだけの労力と時間が必要であるかを見積もることが困難

であるため、本格的に結晶化に取り組んでいる研究グループは非常に少ない。しかし、研究の学

術的重要性が高いほど、成果に対する労力の比を見積もることがより困難である。我々はミトコンドリア

呼吸系膜蛋白質の結晶化を最重要目標として当研究分野発足以来地道に研究教育に取り組んでい

る。 
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